
富山市環境未来都市計画
「再生可能エネルギーを活用した農業活性化」

富山市環境政策課
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富山市の概要
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富山市の概要 － 「環境未来都市」構想 －

新成長戦略(平成２２年６月閣議決定)に位置づけられた「２１の国家戦略プロジェクト」の一つ

※平成２５年６月に閣議決定された新たな成長戦略「日本再興戦略」
にも位置づけられた

国が戦略的取組を行う「環境未来都市」を選定し、関連予算の集中や規制改革等の支援を
講ずることにより、環境・超高齢化等の対応の面で、世界に類のない成功事例を創出するとと
もに、その成功事例を国内外に普及展開することを通じて、新産業の創出や地域活性化など、
我が国全体の持続可能な経済社会構造の実現を目指すもの。

富山市 を含む計５都市（被災地域を除く）が選定される（平成２３年１２月）

富山市

下川町

柏市

北九州市

横浜市

選定理由

ＬＲＴなどの公共交通を核としてコンパクトシティを目指す
戦略的な提案であり、地方都市の抱える課題の解決モデル
になり得る
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富山市の概要 － 都市の特性と課題 －

③市街地の外延的拡大

⇒ ごみ収集や除雪等都市管理コストの上昇
中心市街地の衰退 （→地価の低下）

市街地の面積の拡大と人口密度の推移

①人口減少

⇒ 生産年齢人口の減少による 経済の縮小 ⇒高齢化の進展に伴う 社会保障費の増大

②超高齢化

（億円）
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富山市の概要 － 富山市環境未来都市計画 －
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富山市の概要 － 富山市環境未来都市計画 －

②中山間地域における農業の6次産業化

①農村地域における小水力発電の導入

③山間地域における地熱資源開発

２

中山間地域

１

農村地域

３

山間地域

①中心市街地・公共交通沿線での人口・諸機能の集積

②再生可能エネルギーと都市との交流・連携を軸とした田園・自然エリアの活性化

コンパクトシティ戦略による
富山型都市経営の構築

自給用の小水力発電設備を農業・農山村
に導入し、農業生産現場の生産性を高め
るとともに、農山村コミュニティの自立モデ
ルの構築を図る。

温泉熱を活用した植物工場等で薬用植
物を栽培し、６次産業化により特産品化す
るとともに、中山間地域の経済活性化及
び雇用創出を図る。

全国トップレベルの地熱導入ポテンシャ
ルを有する山間地域の地域特性を活か
し、地熱エネルギーを活用した観光開発・
地域振興を図る。市域の８割は田園・自然エリア



環境未来都市プロジェクトの国際展開

～ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して～ ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ -6-



ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ～ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して～ -7-

「電力不足」や「農業衰退」の課題を解決するため、富山の地域特性を活かした「農業
用水を活用した小水力発電」及び「農業（稲作）関連技術」を用い、「富山型農村活性化
モデル」の国際展開を図る。

平成２６年３月２１日 インドネシア共和国バリ州タバナ
ン県とプロジェクトの実施に関する協力協定を締結

課 題

電力の不足

農業の衰退

農業用水を活用
した小水力発電

地域特性を活かした技術

農業（稲作）
関連技術

豊富な水資源

富山の地域特性

稲作主体の農業

富山型
農山村
活性化
モデル

プロジェクト化

課題
解決

充実した
農業用水路網

再生可能エネルギーを活用した富山型農村活性化モデルの国際展開
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富山市の地域特性 － 農業用水を活用した小水力発電の適地 －

出典）（一社）北陸地域づくり協会ＨＰ 農林水産省資料より富山市作成

富山市内を流れる常願寺川と神通川は全国屈指の急流河川であり、また、富山県
の面積当りの包蔵水力、農業用水路延長は、ともに日本一である。

神通川

常願寺川

国内主要河川の勾配

平成２３年度 都道府県別面性当り包蔵水力 （MWh/km2） 平成２３年度 都道府県別面性当り水路延長 （m/km2）
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富山市の地域特性 － とやまの水 （モンドセレクション最高金賞） －

出典）富山市ＨＰ



世界共通の課題
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世界共通の課題 － 途上国の爆発的な人口増加と経済成長 －

世界の将来推計人口の推移 世界のエネルギー消費と実質ＧＤＰ

世界の食肉生産量

鶏　卵 鶏　肉 豚　肉 牛　肉

3kg 4kg 7kg 11kg

畜産物1kgの生産に必要な穀物量

世界の穀物需要等の予測

・途上国（特にアジア）で爆発的に人口が増加
・途上国の経済成長に伴い、エネルギーや食糧の消費量も飛躍的に拡大

出典）総務省資料より富山市作成、農林水産省HP 日本エネルギー経済研究所、国立環境研究所
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世界共通の課題 － 途上国において顕在化する地球レベルの環境問題－

出典）国土交通省ＨＰ 環境省ＨＰ 国立環境研究所 農業環境技術研究所

・途上国（特にアジア）のエネルギー消費、食糧生産の拡大により、温暖化効果
ガスの排出だけでなく、水質汚染、土壌汚染など、様々な環境問題が発生
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世界共通の課題 － 持続可能な環境・経済・社会の実現に向けて （リオ＋２０） －

出典）外務省ＨＰ 環境省ＨＰ

２０１２年６月の「国連持続可能な開発会議（リオ＋２０）」では、グリーン経済への移
行や持続可能な開発のための制度的枠組み等について議論された。日本は「緑の
未来」イニシアティブの中で、環境未来都市の普及等で貢献することを発表した。

環境負荷の軽減と
生産性を両立する農業

「グリーン農業」の
普及・展開の必要性



関連取組の紹介
（再生可能エネルギー）
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取組紹介 － パワーアルキメデス （株式会社北陸精機） －

低落差タイプ

高落差タイプ

用水に吊るすタイプ

3.5m以下の落差が対象。低いもので65cmのタイプがある。
下水道、農業用水、工業排水用等で採用実績。現在、最も
多く納入しているタイプ。

5m以上の落差が対象。砂防堰堤、小河川、工業用排水用等
で採用実績。現在、最も多く納入しているタイプ。水車下部の
水位の変化に対応可能な点が特徴。

設置のための土木工事を省略するため、直接用水の落差溝
に吊るすことでコストを低減。用水の水を止めずに水車の
チェックができる等、メンテナンスに優位性がある点が特徴。

出典）北陸精機ＨＰ
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取組紹介 － 垂直連水車 （ユニオン産業株式会社） －

出典）富山高等専門学校 白川准教授提供資料

水車の構造

垂直三連水車の構造

垂直連水車の特徴

・小流量から高効率発電が可能．
・省スペースで設置が可能
・水車径が小さく、水車の数で落差に対応可能
・大量生産によりコストダウンが可能
・水車効率も高い（実証実験結果による）

実証実験の様子

③集中豪雨時でも，水車上部を水が

流れる為，水車は安全運転できる．
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取組紹介 － 高性能電力変換装置 （株式会社シキノハイテック） －

マイクロ小水力発電システム

高性能電力変換装置

高性能電力変換装置

三相三倍回路 電圧変換回路

AC100V電源

最大出力：５ｋＷ（カスタム可）

整流効率：～９０％

充放電回路内蔵

出力安定化回路内蔵

安全回路内蔵

【電力変換装置 機能】

月岡東緑町実証実験発電所

（国交省登録名）

出典）シキノハイテック提供資料
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取組紹介 － 水力発電事業コンサルティング （株式会社新日本コンサルタント） －

出典）新日本コンサルタント提供資料

総合建設コンサルタントとして各種建設プロジェクト
の導入から運営管理まで一貫したサービスを提供

■企業概要 【Corporate Profile】

■建設コンサルタント概要

■水力発電事業概要 【Hydro Power Project】

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・資金調達・運営
石川県平沢川小水力発電所

事業主：柿本商会・新日本コンサルタントＪＶ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・資金調達・運営
南砺市湯谷川小水力発電所

事業主：新日本コンサルタント

設計・施工管理
富山市常西公園小水力発電所 事業主：富山市

計画・設計
富山県朝日小川発電所 事業主：富山県
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取組紹介 － 再生可能エネルギー設備代理店 （株式会社サンコー） －

＜小水力発電設備＞ ＜追尾型太陽光発電システム＞

出典）ミゾタＨＰ
フジプレミアムＨＰ

耕作に支障をきたすことなく
高効率の発電が可能



関連取組の紹介
（農業関連技術）
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取組紹介 － 長粒種専用精米機 （株式会社タイワ精機） －

【カンボジア 精米機製造工場】

出典）タイワ精機提供資料

カンボジア精米機工場

設備投資額：約１．５億円

工場所在地：カンボジア国プノンペン特別経済特区

敷地面積：９０００㎡

工場面積：１，３００㎡

事務所面積：２７０㎡

カンボジア工場外観

精米能力 ３ｔ／１時間 の長粒種専用精米機を製造

籾摺工程 精米工程

設置イメージ
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取組紹介 － ペレット成型技術 （株式会社タイワ精機） －

＜ペレット成型例（乾ペレくん）＞

出典）タイワ精機ＨＰ

＜米ぬかペレットの作り方（ペレ吉くん）＞
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取組紹介 － 特殊車両製作 （有限会社タケオカ自動車工芸） －

＜小水力発電用車両＞ ＜小水力発電用ルーレット充電システム＞ ＜バッテリー充填の様子＞

＜その他 特殊車両＞

トンネル・ダム水路トンネル工事用リゾート地内のゴミ収集車用ルーキー ミニ重機（試作）

出典）タケオカ自動車工芸ＨＰ
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取組紹介 － ＥＶ軽トラ （三菱自動車工業株式会社） －

出典）三菱自動車工業ＨＰ
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取組紹介 － 環境保全型・資源循環型農業技術 （県立中央農業高等学校） －

出典）県立中央農業高校 室井農場長提供資料
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取組紹介 － 環境保全型・資源循環型農業技術 （県立中央農業高等学校） －

出典）県立中央農業高校 室井農場長提供資料
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取組紹介 －再生可能エネルギー設備代理店（株式会社サンコー）－


